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研究成果の概要（和文）：日本人大学生の英語論文作成支援の為の教育システムを開発した。シ

ステムの設計にあたり、既提出の完成論文 212編で学習者コーパス（総語数約 95 万語）を構築

し、レベル別サブコーパスを母語話者コーパスと比較対照分析した。結果、学習の段階性なら

びに、接続語の使用位置、法副詞の法助動詞との共起等の未修得項目を特定した。それら一連

の研究結果に基づき、キーワード検索による論文コーパス参照を中核とした、複合機能相互参

照オンライン学習支援システムとして完成させた。 

 
研究成果の概要（英文）：This research project developed a web-based study-aid system for 
supporting the Japanese university students to write papers in English, based on analyses of the 
students’ written corpora. The system was mounted with a cross-reference platform composed 
of four main parts:  A sentence search concordance, a tutorial site which provides instructions 
for mastering how to use “transitional word(s)”, “modal adverbs”, etc., a web-dictionary, and a 
search site of native speaker’s corpora. 
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１．研究開始当初の背景 

（１）日本人 EFL (English as a Foreign 
Language)学習者の英語習得特性、殊にライ
ティング力に代表される発信（産出）力につ
いては、本教育実践研究者らの一連の教育研
究（平成 15 年度～17 年度科研費補助金（Ｃ）
「学習者コーパス分析に基づくチュートリ
アル併設型ウェブによる英語発信教育実践
研究」等）から、目標とする英語力達成には
多くの課題が残されていることが明らかと
なっていた。 

 

（２）特に、本研究が対象とする英語による
卒業論文作成については、過去 8年間の「カ
リキュラム内における教育体制確立」と「指
導マニュアルの作成・改訂」および「日本人
とネーティブ・スピーカー教員間の連携指導
組織の編成」の施策立案と実践により、平成
20年度末には総計 212人分の完成論文を得た
が、量的な実績に止まらず、より質の高い論
文の産出と作成過程での学生の自立的学び
の実現に向けて、新たに設定した教育研究課
題への取り組みを必要としていた。 

 

（３）日本人大学生が英語論文を作成するに
あたり総じて修得を必要とする事項は、「正
確な記述」、「平明な説明」、「論理的な考察」、
と「説得力のある主張」であるとされる。そ
れらに共通する構成基本要素を英語教育上
の項目で再整理すると、「的確な語彙選択」、
と「自然で効果的な語句使用」に集約されう
る。そこで本研究者らは、先ず初めに、それ
に関わる学習者の実態を客観的・科学的に明
らかにし、学習者に対してより一層適した教
育方法を探索し提供する必要性を認識した。
係る手段として、Leech (1998)や Meyer, 
C.F.(2002)の提示を受け、学習者コーパス構
築に着目した。併せて、本研究者らは、コー
パス言語学的アプローチを導入することに
より具体的に得られる「特徴語リスト」、「単
語・句の用例」、と「連語（関係）」が示す情
報は、論文という特定のスタイル形式・内容
において要求される上述の英語力の基本要
素を解明し、且つ学習者が必要としている語
彙を核とする知識とその知識の運用能力を
獲得するに資する（石川 2008）ものであると
判断した。 
 
（４）前述（１）の科研課題研究等で確認さ
れた、ウェブ上での個別学習支援チュートリ
アルの効果、ならびにデータ検索機能を含め
たシステム開発技術の経験・成果を、学習者
コーパス研究結果を反映した英語論文作成
支援に適用することが可能であり、合理的な
教育法の改善策であると確信した。 

 

２．研究の目的 

（１）英語卒業論文をデータとする学習者コ
ーパスを構築する。 

 

（２）構築した学習者コーパスを、母語話者
コーパスとの比較対照分析により、①レファ
レンスデータとしての使用可能性を評価・検
証する；②学習者の未習得項目を検出する。 

 

（３）上記のコーパス分析結果を基に、レベ
ル別習得特性を特定し、それに基づく教材コ
ンテンツを作成する。 

  

（４）教材コンテンツ・チュートリアルとコ
ーパスデータ・レファレンスツールを組み込
んだ教育システムを開発する。 

 

（５）教育システム使用による学生の自立学
習支援効果を評価する。 

 

３．研究の方法 

（１）5学年分の提出英語卒業論文 212編を
データソースとし、各編ともタイトルページ、
レファレンス、図・表を除いた本文の全テキ
スト部分をコーパス化（POS タグ無）し、
Junshin Corpus of Graduation Papers (略
称 JC-GP)を編成した。 
 
（２）母語話者コーパスに基づく AWL
（Academic Word List）ならびに BWL （Base 
Word List）を対照コーパスとして、上記（１）
で得た JC-GPを分析し、学習者コーパスの特
徴を、特にアカデミック語彙のカバー率に焦
点を当てて、特定した。 

 

（３）学習者コーパス JC-GP を、以下３つの
観点からサブコーパス化した。①レベル別２
種：各論文１編に３名の評価者（ネーティブ
スピーカー教員１～２名を含む）による評価
で、Ａ＋評価を２名以上から得た論文 65 編
を、A-Grade コーパス（JC-GP_A；総語数約
33 万語））その他を B-Grade コーパス
（JC-GP_B；総語数約 63 万語）。②セクショ
ン 別 ４ 種 ： Abstract, Introduction, 
Discussion, Conclusion。③専門分野別 10
種：Arts, Computer-Based Online Learning 
Materials, Culture, Education, Global 
Issues, History, Language Studies, 
Literature, New Technology, Sociology。 

 

（４）英語母語話者大学生による書き言葉コ
ー パ ス MICUSP (Michigan Corpus of 
Upper-level Students Paper)より、専門領
域で共通性の高い５分野：教育学・経済学・
言語学・文学・社会学から、形式上論文とな
っているもの 68編を選択し、総語数約 12 万



 

 

語の対照コーパスを編成。 

 

（５）論の展開・転換を担う「接続語（句）」
の使用状況について、①頻度、②Colligation 

（対象語の相対的位置）について、英語母語
話者大学生論文コーパスを対照コーパスと
して、上記（３）①によりレベル別にサブコ
ーパス化した JC-GP_A ならびに JC-GP_B を、
AntConc. 3.2.3.w ならびに MSWord の検索機
能を用いて、比較分析した。 

 

（６）論文における修辞的効果・説得力に影
響する主張・確信の程度の記述を担う「法副
詞・法付接詞」の使用状況について、①
Colligation、②法上動詞との共起率につい
て、上述（４）により得た英語母語話者大学
生論文コーパス（以降 MICUSP と略記）を対
象コーパスとして、レベル別サブコーパス
JC-GP_A ならびに JC-GP_B を、 AntConc. 
3.2.3.wならびに MSWordの検索機能を用いて、
比較分析した。 

 
４．研究成果 
上述の研究方法による分析により、それぞ

れ以下の結果と、それらに基づく成果を得た。 
（１）構築した学習者コーパスについて、①
総語数は約 95万語、②BWLのカバー率は、Base 
word 1:100%, Base word 2: 92.4%、③AWLの
カバー率は、98.6％。従って、学習用モデル
データとしてレファレンスコーパス化する
に量的、質的に十分であると判断された。 
 
（２）さらに、方法（３）によりサブコーパ
ス化された A-Grade コーパス：JC-GP_A（総
語数約 33 万語）は質的に、より適切なレフ
ァレンスコーパスデータとして、ウェブ上使
用可能な独自開発のコンコーダンス・サー
チ・システムに組み込まれた。 
（３）ウェブ上使用可能なコンコーダンス・
サーチ・システムを、自立学習支援効果を高
める目的で、以下の機能・特徴を実装するも
のとした。①アクセス容易性、②単語あるい
は語句による検索可能性、③検索方法の選択
性：AND 検索・OR 検索、④Key Word/Phrase
を含むデータの全文表示（文構造の可視化）、
⑤前出文・後続文の表示選択可能性、⑥論文
構成セクション別・分野別・卒業年別に選択
可能なクロスオーバー検索可能性、⑦カラー
表示による結果の構造化。 
 
（４）研究方法（５）による分析の結果、学
習者の接続語の使用について、未習熟度に比
例した傾向として、以下の項目が明らかとな
った。①3単語以上より成る接続語句（on the 
other hand, at the end of, the fact that
等；節導入語句を含む）の使用頻度が低い。
（図１参照）②同一の語句について文頭ない

しは文中の固定的位置で使用する傾向が強
い。（図２参照） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 接続語（句）の使用頻度 
3 種コーパス別比較 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ 接続語（句）の文内使用位置 
コーパス別比較 

 
（５）研究方法（６）による分析の結果、学
習 者 の 法副詞・法付接詞（ certainly, 
apparently, probably, perhaps 等）の使用
について、未習熟度に比例した傾向として、
以下の項目が明らかとなった。①固定的位置
での使用。④法副詞・法付接詞の法助動詞
（will, would, could 等）との共起率が低い。 
（図３参照） 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図３ 法副詞・法付接詞の文内使用位置、 

法助動詞との共起率コーパス別比較 
 
（６）研究成果（１）～（３）により開発さ
れたコンコーダンス・サーチ・システムを基
軸とした「英語卒業論文作成支援教育システ
ム」を、その自立学習支援効果をさらに高め
る目的で、研究成果（４）～（５）で明らか
となった学習者の段階的習得特性に基づく
未習得項目について、コーパスデータから得
られた例文とともに解説するチュートリア
ル・コンテンツを作成し、システムにチュー
トリアルとして付加した。 
 
（７）さらに、上記（６）のシステムに、以
下の外部資源をそれぞれの開発者の同意を
得てリンクを張ることにより導入し、英語論
文作成支援効果を強化した。①類語辞典・専
門分野カテゴリ別検索等を搭載したウェブ
学習辞書：Weblio、②母語話者コーパス情報
サイト：NativeChecker、③アカデミック語
彙のオンライン練習サイト： Vocabulary 
Exercises for Academic Word List。これら
の併設により、相互参照機能性の高い「英語
卒業論文作成支援教育システム」が完成した。
（図４参照） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図４ 「英語卒業論文作成支援システム 

ウェブ画面 
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